
(1)JR川越線の輸送人員の現状
①平均通過人員の推移

1987年度 1992年度 1997年度 2002年度 2007年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

川越線（大宮・川越間） 53,028 75,286 81,949 82,327 87,950 85,105 86,807 85,857 88,083 88,483 88,962 89,062 88,600 64,296 71,629

東北本線（大宮・古河間） 130,121 160,481 161,645 157,115 162,526 156,374 158,091 155,179 157,680 156,515 157,963 157,897 155,386 102,717 113,040

高崎線（大宮・熊谷間） 182,388 224,398 210,528 196,211 202,244 199,222 201,402 196,088 199,240 198,468 198,649 198,487 195,824 133,068 143,919
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川越線の利用状況の推移
• 1987年度から2007年度の間に1日当たり約３５千人増加。2008年度以降は微増または横ばい。
• コロナ禍により2019年度からの3年間は利用は低迷。
※参考：東北本線、高崎線は減少傾向。2022年3月には朝の通勤通学時間帯の列車を削減（適正化）を図った。

微増

ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について 資料４
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②平均通過人員の推移（武蔵野線、東北線（赤羽・大宮間との比較）
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• 2018年度以前は川越線は微増。一方で、武蔵野線、東北線（京浜東北線、埼京線含む）は川越線
より増加率が高い。
【参考】2018年度：川越線89,062人/日、武蔵野線 168,752人/日、東北線 637,751人/日

• コロナ禍により2019年度からの3年間の利用は低迷している。
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【参考】１日あたりの各駅の乗車人員の推移（日進、西大宮、指扇、南古谷、川越）

• 2008年3月に日進・指扇間に西大宮駅が開業したことにより、指扇駅の乗車人員は減少
したものの、５駅の総乗車人員は2019年度までは増加。

• コロナ禍で減少したのは線区の平均通過人員と同じ傾向。
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ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について

(２)羽田空港アクセス線の事業内容
2018年7月3日に発表したJR東日本グループ経営ビジョン「変革2027」において、羽田空港アクセ

ス線構想の推進を紹介しております。
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ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について

(３)羽田空港アクセス線の構想発表後の進捗状況
2018年7月3日に発表したJR東日本グループ経営ビジョン「変革2027」において、羽田空港アクセ

ス線構想の推進を紹介しております。
①2019年2月
「東山手ルート」、「アクセス新線」を対象に、東京都環境影響評価条例に基づく環境影響評価手
続きの実施に向けた準備を進めていくことを公表しております。

②2019年5月
「東山手ルート」及び「アクセス新線」について、東京都 環境影響評価条例に基づき「環境影響評価
調査計画書」を東京都に提出し、環境影響評価手続きに着手したことを公表しております。

5



ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について

③2021年1月
「アクセス新線」について、国土交通 大臣より鉄道事業法第３条に基づく鉄道事業許可を受けたこ

とを公表しております。

④2022年9月

東京都が「羽田空港アクセス線（仮称）整備事業」事後調査計画書を公表しています。 6



ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について

事業計画の位置：東京都が公開している環境影響評価図書から抜粋
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ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について

事業計画の概要：東京都が公開している環境影響評価図書から抜粋
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ＪＲ川越線の輸送人員の現状と羽田空港アクセス線の事業内容について

事業計画の概要：東京都が公開している環境影響評価図書から抜粋
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